



Anti TIM-3  antibody prevent the apoptosis of lymphocytes and 
enhances dendritic cells cancer therapy 
 
掲載雑誌名： 
The Showa University Journal of Medical Sciences Vol.27 No.1 2015 
 
医学研究科 内科系内科学 消化器内科学部門専攻 















【方法】予防モデルとして、抗 TIM-3 抗体と樹状細胞を投与した BALB/c
マウスにマウス肝細胞癌 cell line の BNL を皮下注射し腫瘍の発現を観
察した。治療モデルとしては BNL 接種後、皮下腫瘤を形成したマウスに





【成績】DC と抗 TIM-3 抗体をあらかじめ予防的に投与することで、併用
療法は DC 単独で投与したものに比べて有意に癌の発現を予防することが
認められた(DCs vs. DCs + αTIM-3: P=0.0305)。また、治療モデルに
おいては、樹状細胞と抗 TIM-3 抗体を併用することにより、併用療法は
DCs 単独治療と比較して腫瘤の増大が有意に抑制されることを確認した
(DCs + anti-TIM-3 antibody vs. DCs on day 30 tumor size, P= 
0.0228)。DCs と抗 TIM—3 抗体併用は DCs 単独の治療と比較して、腫瘍細
胞内の CD4+細胞 CD8+細胞の浸潤を認めた。併用療法は DCs 単独療法と比
べ、CD4+/CD8+リンパ球の apoptosis が減少した。 
【考察】樹状細胞治療において、抗 TIM—3抗体の投与によってリンパ球の
アポトーシスが抑制されることで、抗腫瘍効果が増強する事が示唆された。
腫瘍内局所的なリンパ球や腫瘍特異的 T 細胞の生存や維持が抗腫瘍効果
の上乗せに関与したものと考えられる。作用機序のさらなる解析が必要で
ある。 
 
